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告

知

板

7
月
10
日
投
票
の
参
院
選
三
重
選
挙
区
で
野
党
統
一
候
補
の
芝
ひ
ろ
か
ず
さ
ん
が
自
民
党

公
認
候
補
に
競
り
勝
ち
ま
し
た
。
そ
の
差
わ
ず
か
に
２
万
票
。
も
し
も
野
党
が
ば
ら
ば
ら
に

戦
っ
て
い
た
ら
こ
の
勝
利
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
み
え
労
連
は
７
月
15
日
、
野
党
共
闘
推

進
・
芝
ひ
ろ
か
ず
さ
ん
当
選
に
寄
与
さ
れ
た
「
市
民
連
合
み
え
」
の
高
山
進
さ
ん
・
岡
歩
美

さ
ん
に
お
会
い
し
、
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。
み
え
労
連
か
ら
幹
事
会
を
代
表
し
て
、

臼
井
議
長
・
芳
野
・
新
家
副
議
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
市
民
連
合
み
え
（
呼
び
か
け
人

岡
歩
美
・
名
嘉
眞
正
・
渡
邊
伸
二
・
高
山
進
さ
ん
）
」

を
代
表
し
て
、
高
山
さ
ん
が
、
み
え
労
連
幹
事
会
へ
来
ら
れ
た
の
が
６
月
４
日
で
し
た
。

み
え
労
連
幹
事
会
は
、
そ
の
場
で
「
市
民
連
合
の
み
な
さ
ん
の
努
力
に
敬
意
を
表
し
ま

す
」
「
『
野
党
は
共
闘
』
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
み
な
さ
ん
の
運
動
に
参
加
し
ま
す
」
、

ま
た
「
み
え
労
連
が
取
り
組
む
『
18
歳
選

挙
権
と
青
年
の
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
』

を
生
か
す
な
ど
、
共
同
し
て
運
動
し
ま
す
」

と
表
明
し
、
翌
日
の
芝
ひ
ろ
か
ず
さ
ん
励

ま
す
決
起
集
会
や
、
多
彩
な
方
々
・
市
民

と
の
交
流
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
み
え
労
連
独
自
で
、
６
月
15
日

全
労
連
最
賃
チ
ラ
シ
の
配
布
と
合
わ
せ
、

県
内
10
か
所
で
「
み
え
労
連
新
聞
６
月
臨

時
号
（
18
歳
選
挙
権
と
青
年
要
求
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
と
芝
候
補
の
支
援
）
」
を
１
万
枚

配
布
、
三
重
選
挙
区
で
の
野
党
共
闘
を
応

援
し
ま
し
た
。

26
日
に
は
「
戦
争
さ
せ
な
い
・
憲
法
壊

す
な
！
四
日
市
市
民
行
動
」
へ
多
数
の
市

民
と
参
加
す
る
な
ど
勝
利
へ
一
定
の
貢
献
を
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
み
え
労
連
幹
事
会
は
、
こ
の
流
れ
を
加
速
す
る
た
め
、
引
き
続
き
以
下
の
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

①
憲
法
と
平
和
・
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
東
京
都
知
事
選
の
「
鳥
越
俊
太
郎
」
候
補
の

勝
利
に
貢
献
す
る
（
７
／
31
投
票
日

東
京
に
知
り
合
い
が
い
る
方
は
、
電
話
で
支
持

を
訴
え
て
く
だ
さ
い
）

②
第
９
回
み
え
労
連
憲
法
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
県
内
各
地
で
奮
闘
す
る
。

（
７
／
26
〜
８
／
８
み
え
労
連
憲
法
キ
ャ
ラ
バ
ン

み
え
労
連
新
聞
に
事
前
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
掲
載
）

③
み
え
年
金
者
組
合
が
作
成
の
「
戦
争
の
記
憶
（
５
０
０
円
、
20
冊
以
上
は
４
０
０
円
）
」

を
、
子
や
孫
の
た
め
に
大
い
に
普
及
す
る
。

（
憲
法
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
14
市
長
15
町
長
と
三
重
県
知
事
へ
贈
呈
し
ま
す
）

④
改
憲
発
議
が
可
能
な
勢
力
が
国
会
の
２
／
３
以
上
と
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
８
地

域
・
29
市
町
に
み
え
労
連
単
組
を
結
成
、
地
域
で
の
共
同
運
動
を
進
め
ま
す
。

（
同
時
に
、
職
場
・
地
域
の
身
近
な
要
求
を
実
現
で
き
る
組
合
の
結
成
を
応
援
し
ま
す
）

以
上
、
み
え
労
連
幹
事
会
は
奮
闘
し
ま
す
。

２
０
１
６
年
７
月
21
日

み
え
労
連
幹
事
会

全国臨時教職員問題学習交流集会

みえ労連定期大会 ９月４日サンワーク津
８月１２日～１４日 四日市で開催

市民＋野党、共同の勝利

好評販売中！５００円

三重県年金者組合編集「戦争の記憶」
みえ労連事務所でも取り扱っています

み
え
労
連

全
国
32
一
人
区
で
、
最
後
ま
で
「
野
党
共
闘
」

が
実
現
せ
ず
、
ご
苦
労
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
今
日
は
「
呼
び
か
け
人
会
議
」
の
直
前
で
意

思
統
一
が
で
き
て
い
な
い
段
階
で
会
っ
て
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

高
山
さ
ん

芝
さ
ん
は
当
初
野
党
共
闘
に
乗
り
気
で
は
な

く
、
よ
う
や
く
４
項
目
の
合
意
で
政
策
協
定
を

結
べ
た
の
は
市
民
連
合
み
え
が
立
ち
上
が
っ
て

か
ら
一
ヶ
月
半
も
た
っ
た
５
月
23
日
で
し
た
。
過

去
に
様
々
な
い
き
さ
つ
が
あ
り
、
政
党
間
の
合

意
は
と
て
も
難
し
か
っ
た
。
し
か
し
市
民
が
間
に

立
っ
た
ブ
リ
ッ
ジ
方
式
を
各
党
は
受
け
入
れ
、
お

互
い
を
尊
重
す
る
関
係
を
徐
々
に
築
き
上
げ
て

く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
展
開
し
た
市
民
参
加

型
選
挙
に
よ
っ
て
、
約
６
割
の
無
党
派
層
の
支
持

を
得
ま
し
た
。

み
え
労
連

高
山
さ
ん
に
、
み
え
労
連
幹
事
会
へ
来
て
も

ら
っ
て
「
市
民
連
合
み
え
」
の
運
動
へ
参
加
し
て

ほ
し
い
と
言
わ
れ
、
私
た
ち
も
「
18
歳
選
挙
権
と

青
年
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
取
り
組
ん
で
い
た
の

で
大
い
に
歓
迎
し
「
み
え
労
連
新
聞
６
月
臨
時

号
」
を
１
万
枚
作
成
、
職
場
内
外
へ
配
布
し
ま
し

た
。

岡
さ
ん

見
ま
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
も
一
斉
に
取
り
上
げ
、

絶
妙
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
た
ね
。

み
え
労
連

と
こ
ろ
で
、
岡
さ
ん
の
情
熱

は
ど
こ
か
ら
来
て
い
る
の
で
す

か
？

岡
さ
ん

北
海
道
５
区
補
選
の
応
援
で
、

「
市
民
が
変
わ
る
、
政
治
が
変

わ
る
」
を
実
感
し
ま
し
た
。
三

重
で
も
そ
れ
は
出
来
る
と
確
信

し
て
い
ま
し
た
。
最
初
は
芝
さ

ん
の
応
援
は
１
回
く
ら
い
で
い

い
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
と
う
と
う
31
回
も
応

援
演
説
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
芝
さ
ん
の
演

説
も
野
党
共
闘
の
姿
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
、

終
盤
の
７
月
３
日
の
街
宣
で
は
初
め
て
三
野
党

が
一
堂
に
会
し
て
演
説
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ

を
後
押
し
し
た
の
が
各
地
で
活
動
し
て
い
た
様
々

な
市
民
団
体
で
、
市
民
の
力
で
政
治
が
変
わ
っ

た
瞬
間
で
し
た
。

みえ労連から、呼びかけ人の高山さん・岡さんへ、その労をねぎらいました。

「
さ
さ
や
か
な
お
礼
で
す
が
、
障
害
者
施
設

の
仲
間
が
作
っ
た
完
熟
ト
マ
ト
を
ど
う
ぞ
」

と
手
渡
し
ま
し
た
。
「
み
ん
な
で
分
け
ま
す
」

と
に
っ
こ
り
笑
う
岡
さ
ん
、
ほ
ほ
え
む
高
山

さ
ん

「市民連合みえ」のみなさん、ありがとう！野党統一候補

芝さん当選

５月２３日「市民連合みえ」と芝博一さんが政策協定に合意

し、それを民進党三重県連、共産党三重県委員会、社民党三

重県連が支持、そして選挙で応援するという枠組みが成立。

２０１６年７月１５日 三重県教育文化会館にて 右から高山さん・岡さん・新家・臼井・芳野

「
市
民
連
合
み
え
」
先
導
の
三
重
で
の
「
野
党
共
闘
の
勝
利
」
を

歓
迎
し
ま
す
。

こ
の
流
れ
を
都
知
事
選
の
「
鳥
越
俊
太
郎
」
候
補
の
勝
利
へ
！



憲法に違反し

ていない 0人
0%
憲法に違反し

ている 1人
3%

どちらとも言

えない 14人
47%

その他 14人
47%

無回答 1人
3%

憲法９条との関係

変更を検討し

ている 2人
7%

変更はない

16人
54%どちらとも言

えない 7人
23%

その他 4人
13%

無回答 1人
3%

巨大地震対策

再稼働は

必要 0人
0% 安全性が

確認で再

稼働 5人
17%

再稼働せ

ず廃炉 8
人

27%

その他

16人
53%

無回答 1
人
3%

原発再稼働

病床削減は、

納得 1人
3%

病床削減は、

納得できない

4人
13%

どちらとも言

えない 13人
44%

その他 11人
37%

無回答 1人
3%

医療介護総合法

支援が継

続される

よう工夫

12人
41%

支援は無

理なの

で、引き

下げる 3
人

10%

慎重に検

討中 10
人

35%

その他 3
人

10%

無回答 1
人
4%

介護保険制度

現状でよい 3
人

10%

給付型を導入

すべきだ 8人
27%

どちらとも言

えない 13人
43%

その他 5人
17%

無回答 1人
3%

奨学金制度

多くの影響が

ある 6人
20%

あまり影響が

ない 2人
7%

どちらとも言

えない 18人
60%

その他 3人
10%

無回答 1人
3%

TPP
賛成である 1

人
4% 反対である 0

人

0%

どちらとも言

えない 21人
70%

その他 7人
23%

無回答 1人
3%

労働法制

みえ労連新聞 ７月 ４７号 （２）

み
え
労
連
は
７
月
26
日
〜
８
月
８
日
、
三
重
県
内
２
９
の
市
町
と
三
重
県
を
訪
れ
て
自
治
体
当
局
と
の
懇
談
を
行
い
ま
す
（
＝
２
０
１
６
憲

法
キ
ャ
ラ
バ
ン
）
。
事
前
に
自
治
体
首
長
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
、
憲
法
９
条
・
巨
大
地
震
対
策
・
原
発
再
稼
働
・
医

療
介
護
総
合
法
・
介
護
保
険
制
度
・
奨
学
金
制
度
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
労
働
法
制
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
し
ま
す
。
憲
法
の
平
和
的
生
存
権
、

幸
福
追
求
権
、
平
等
権
な
ど
を
自
治
体
行
政
に
活
か
し
て
い
く
た
め
に
、
率
直
な
意
見
交
換
が
出
来
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

平和を守り、くらしを豊かに！ 憲法を活かしましょう

１） 昨年9月「安保法制」が国会で可決され、戦後の防衛が大転換しまし

た。貴職は憲法9条との関係でどう思われますか？

２）「熊本地震（直下型）」が発生して、貴自治体の対策に変更

はありますか？

３）「原発の再稼働」について、お聞きします。

４） 昨年可決された「医療介護総合確保推進法」で、県内８地域医療

構想調整会議設置され、医師会・病院長など関係者で議論されています。

大幅な病床削減が議論されていますが、貴職はどう思われますか？

７）現在の奨学金制度について、どう思われますか？

８）「ＴＰＰ交渉」で決着した内容は、貴自治体でどのような影響がある

と思いますか？

９）世界で一番企業が活動しやすい国にするとして、「労働法制」が全面的に改

定されようとしています。貴職は、どう思われますか？

５) 介護保険制度は大きく変わり、要支援１・２が市町の総合事業へと進め

られています。今後どのように対応されていますか

・日本はこの憲法で７０年間戦争をしない

平和国家として存続してきたのは事実

・国全体に関わる問題であり、今後の動向

を注視していきたいが、議論をつくすべき

課題だと考える。

・いずれにしても、憲法第９条の理念は堅

持してほしい

・憲法改正が先に必要である

・「安保法制」は憲法を改正してからやる

べきものであり、順序が違っているのでは

と思う。

・憲法の解釈は不変であるべきであり、改

正の手段ではないと思う

・直下型地震に関する防災教育

も以前からおこなっているため、

今後も同様に啓発を行う

・これまでも取り組んできた防

災対策の強化を更に進める

・地域防災計画の改定を検討し

ている

・防災意識を高め、家庭備蓄品

を備えることを着実に進め、自

主防災意識を充実化していくこ

とに変わりはない。

・再生可能エネルギーの普及等により、

エネルギーの多様化を図るべきである。

・いずれとも言えない

・生活の質を見直す時代が来ている

・その安全性が確保できなければ、稼

働すべきでないと考える。

・電力の供給能力の確保の観点から再

稼動は必要である

・老朽化した原発機は廃炉とすべき

・住民の理解を得ることが必要と考え

る

・廃炉についての研究を行うことが重

要である

・医療機関の自主性を重んじて、

知事の削減命令が行われないこと

を期待する。

・昨年度、県から案が示されたが

会議の中で議論が十分にされてい

る内容ではなく、今後の推移を注

視している。

・病床稼働率に基づく必要病床数

であり、医療需要を反映させたも

のであると考える。

・県が関係機関と協議を進めてい

るところであり、地域の状況を考

慮した調整を求めていきたい。

・平成27年4月に総合事業を開始し、

自立支援に向けた取り組みを行って

いる。

・工夫を検討している。

・鈴亀広域連合と協議

・現状の支援に加え、住民主体のサー

ビス等多様なサービスが実施できる

よう関係機関との調整や協議を行っ

ているところである。

・県としては、全市町が円滑に事業

を開始できるよう、研修会や勉強会

を開催し市町を支援していきます。

・取り巻く課題を整理して、検討

する必要がある

・優秀な人材を育成するために

「教育の機会均等」を図る必要が

ある。

・給付型だけに拘らず、色々な方

策を検討してもいいのではないか

・税金を利用し一部の大学生のみ

が恩恵を受けるような制度は望ま

しくないように思う。

・家庭の経済状況等による給与型

の導入も必要かと思います。

・財政的に可能な範囲での支援と

せざるを得ない。

・農業関係者や中小企業には深刻な

状況であり、対策が必要

・現段階では判断できない

・食品添加物等の規制が緩和される

ことにより食の安全が脅かされる危

険性がある。

・海外に向けて情報発信を行うこと

により販売の拡大を図ってまいりま

す。

・多種少量であるため影響は少ない。

・ＴＰＰの適用・対応が進む中で、

徐々に把握することができるものと

考えます。

・企業、労働者ともに有益となる制度を

期待します。

・今後の制度検討の推移を見守っていき

たい。

・事実上のサービス残業の合法化になり，

社会問題化している過労死につながる可

能性があるので，その点を整理する必要

がある。

・中小企業をはじめとした現場への影響

は大きいといえる。

・長時間労働の解消や不本意非正規雇用

の正規雇用への転換などの問題を改善す

るものでなければならないと考えていま

す。

みえ労連憲法キャラバン ７月２６日～８月８日 ２９市町＆三重県と懇談

地方自治
の

すみずみ
に


